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横
浜
市
に
お
い
て
も
令
和
３
年

５
月
を
ピ
ー
ク
に
人
口
が
減
少
傾

向
と
な
り
、
人
口
減
少
の
兆
し
が

み
ら
れ
始
め
て
い
る
が
、
地
域
別

に
み
れ
ば
、
そ
の
状
況
に
は
違
い

み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
現
状
を
把

握
し
、
人
口
減
少
へ
の
対
応
策
を

検
討
す
る
た
め
、
18
区
の
中
で
も

人
口
減
少
が
著
し
い
区
の
１
つ
で

あ
る
金
沢
区
を
モ
デ
ル
区
と
し
た

調
査
研
究
を
、
同
区
に
所
在
す
る

横
浜
市
立
大
学
と
の
共
同
研
究

（
注
１
）
と
し
て
令
和
３
～
４
年

度
に
か
け
て
実
施
し
た
。

本
稿
は
、
共
同
研
究
初
年
度
に

あ
た
る
令
和
３
年
度
の
調
査
報
告

書
を
基
に
、
そ
の
一
部
を
抜
粋
し

て
ま
と
め
た
も
の
で
、
図
表
は
報

告
書
掲
載
内
容
か
ら
本
稿
用
に
執

筆
者
が
加
工
作
成
し
た
。

１  

マ
ク
ロ
な
動
向
か
ら
み
た
横

  

浜
市
の
人
口
動
態
と
要
因

（1） 

行
政
区
別
の
人
口
動
態
の
特
徴

住
民
基
本
台
帳
に
お
け
る
異
動

の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
行
政
区
別

の
人
口
動
態
（
社
会
動
態
と
自
然

動
態
）
の
関
係
か
ら
タ
イ
プ
別
に

類
型
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政

区
を
単
位
と
し
た
地
域
別
の
特
徴

を
分
析
、
把
握
し
た
。

具
体
的
に
は
、
２
０
０
５
～
２

０
２
０
年
の
16
年
間
に
つ
い
て
、

行
政
区
別
に
、
転
出
入
に
よ
る
社

会
増
加
数
、
出
生
数
・
死
亡
数
の

差
で
あ
る
自
然
増
加
数
、
そ
れ
ら

を
合
わ
せ
た
人
口
増
加
数
の
時
系

列
的
な
傾
向
を
基
に
、
そ
れ
ぞ
れ

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
３
要
素
の
ク
ラ
ス

タ
ー
の
組
合
せ
を
基
に
、
人
口
動

態
の
特
徴
が
同
じ
よ
う
な
傾
向
を

持
つ
区
を
グ
ル
ー
プ
化
し
、
将
来

の
人
口
推
移
に
つ
い
て
考
察
し
た

結
果
、
表
１
に
示
す
10
種
の
タ
イ

プ
に
分
類
さ
れ
た
。

タ
イ
プ
１
は
、
転
入
数
が
転
出

数
を
上
回
る
「
社
会
増
」
が
概
ね

続
い
て
い
る
が
、
近
年
に
な
っ
て

死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
る
「
自

然
減
」
の
傾
向
に
あ
る
。
人
口
総

数
は
増
加
し
つ
つ
も
将
来
的
に
は

人
口
維
持
が
難
し
く
な
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
区
で
、
鶴
見
区
、

神
奈
川
区
、
西
区
、
戸
塚
区
が
該

当
す
る
。

タ
イ
プ
２
（
中
区
）、
タ
イ
プ

４（
緑
区
）、タ
イ
プ
７（
青
葉
区
）

も
、「
自
然
減
」
が
み
ら
れ
始
め

た
時
期
や
社
会
増
減
の
動
き
に
違

い
な
ど
が
あ
る
が
、
長
期
的
に
は

概
ね
人
口
総
数
は
増
加
傾
向
を
示

し
て
い
る
。

タ
イ
プ
３
（
港
北
区
）
は
「
社

会
増
」、「
自
然
増
」
が
続
い
て
お

り
、
今
後
も
人
口
の
維
持
が
期
待

さ
れ
る
区
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
タ
イ
プ
は
、
い
ず
れ

も
分
析
対
象
期
間
中
に
人
口
が
増

加
し
て
い
た
。

一
方
、
既
に
人
口
減
少
の
傾
向

が
み
ら
れ
る
の
が
、
次
に
挙
げ
る

タ
イ
プ
で
あ
る
。

ま
ず
、
タ
イ
プ
５
（
南
区
、
保

土
ケ
谷
区
）、
タ
イ
プ
６
（
磯
子

区
）は
、「
社
会
増
」と「
社
会
減
」

を
繰
り
返
し
て
不
安
定
で
あ
る
と

と
も
に
、「
自
然
減
」
の
傾
向
が

続
い
て
お
り
、
人
口
増
加
を
目
指

す
に
は
課
題
の
あ
る
区
と
考
え
ら

れ
る
。

タ
イ
プ
８
（
旭
区
）
も
、「
社

会
増
」
の
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

早
い
時
期
か
ら
「
自
然
減
」
が
続

い
て
い
る
。

最
も
多
く
の
区
が
分
類
さ
れ
た

タ
イ
プ
９
は
、港
南
区
、金
沢
区
、

栄
区
、
泉
区
、
瀬
谷
区
が
該
当
し

て
い
る
。
２
０
１
０
～
２
０
１
３

年
ご
ろ
に
「
自
然
増
」
か
ら
「
自

然
減
」
に
転
じ
て
お
り
、
分
析
期

間
を
通
し
て
概
ね
人
口
減
少
の
傾

向
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
社

会
増
加
数
は
徐
々
に
増
加
す
る
傾

向
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
動
態
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
は

人
口
増
加
の
可
能
性
も
見
込
め
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
タ
イ
プ
10
（
都
筑
区
）

は
、
依
然
「
自
然
増
」
で
は
あ
る

も
の
の
、
社
会
移
動
に
つ
い
て

は
、
２
０
１
７
年
前
後
に
急
激
な

「
社
会
減
」
と
な
っ
た
後
「
社
会

増
」
に
転
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
時
的
な
特
殊
要
因
の
影
響
に
よ

る
変
動
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
結
果
を
地
図
上
に
表
し
た

も
の
が
図
１
で
あ
る
。
人
口
が
増

加
し
て
い
る
タ
イ
プ
１
～
４
、
７

は
主
に
市
北
部
に
位
置
し
て
い

る
。
市
南
西
部
に
は
タ
イ
プ
９
が

多
く
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
タ
イ

プ
は
、
こ
れ
ま
で
は
人
口
減
少
傾

向
が
み
ら
れ
る
が
今
後
増
加
す
る

《3》 

人
口
動
態
に
お
け
る
地
域
特
性
と
居
住
地
選
択
意
識
の
分
析

 

執
筆林 

正
貴

政
策
局
政
策
課
担
当
係
長

松
永 

了

金
沢
区
区
政
推
進
課
企
画
調
整
係
長

宮
本 

知
樹

金
沢
区
区
政
推
進
課

注
１

調
査
名
称
は
「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
踏
ま

え
た
人
口
減
少
対
応
策
の
検
討
モ
デ
ル
事

業
」。横浜

市
立
大
学
研
究
・
産
学
連
携
推
進

セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
制
度
を
利
用
し
、

令
和
３
年
度
、
令
和
４
年
度
の
２
か
年
に

実
施
し
た
政
策
局
及
び
金
沢
区
に
よ
る
区

局
連
携
促
進
事
業
。

共
同
研
究
に
携
わ
っ
た
横
浜
市
立
大
学

教
員
は
次
の
と
お
り
。

﹇
コ
ア
メ
ン
バ
ー
（
３
名
）
﹈

田
栗
正
隆（
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授
）

中
西
正
彦（
国
際
教
養
学
部
都
市
学
系
教
授
）

大
西
暁
生（
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授
）

─ 

─ 

─ 

─ 

─ 

─ 

─ 

─ 

─ 

─ 

─ 

齊
藤
広
子（
国
際
教
養
学
部
都
市
学
系
教
授
）

鈴
木
伸
治（
国
際
教
養
学
部
都
市
学
系
教
授
）

三
輪
律
江（
国
際
教
養
学
部
都
市
学
系
教
授
）

（
敬
称
略
、所
属
は
令
和
３
年
度
当
時
の
も
の
）

な
お
、
本
稿
の
１
及
び
２
は
大
西
暁
生
教

授
、
３
及
び
４
は
中
西
正
彦
教
授
に
よ
っ

て
令
和
３
年
度
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
た

内
容
に
基
づ
い
て
い
る
。










